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1. 2023年6月期第1四半期の連結業績（2022年7月1日～2022年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年6月期第1四半期 7,719 17.6 284 126.1 312 148.0 200 138.3

2022年6月期第1四半期 6,566 26.3 125 ― 126 295.1 83 134.0

（注）包括利益 2023年6月期第1四半期　　196百万円 （124.8％） 2022年6月期第1四半期　　87百万円 （168.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年6月期第1四半期 25.86 24.90

2022年6月期第1四半期 12.27 11.30

2022年７月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半
期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益を算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年6月期第1四半期 9,294 3,605 38.8 492.96

2022年6月期 8,714 3,584 41.1 490.07

（参考）自己資本 2023年6月期第1四半期 3,605百万円 2022年6月期 3,583百万円

2022年７月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり純資
産を算定しております。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年6月期 ― ― ― 48.00 48.00

2023年6月期 ―

2023年6月期（予想） ― ― 25.00 25.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

2022年７月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。なお、2022年６月期以前につきましては、当該株式分割前の配当金の額を記
載しております。2023年６月期（予想）につきましては、当該株式分割後の数値を記載しております。



3. 2023年 6月期の連結業績予想（2022年 7月 1日～2023年 6月30日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) ― ― ― ― ― ― ― ― ―

通期 32,000 14.4 900 30.0 900 16.0 520 27.0 71.11

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

2022年７月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。１株当たり当期純利益は当該株式分割後の発行済株式数（自己株式を除く）
により算定しております。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年6月期1Q 7,740,800 株 2022年6月期 7,740,800 株

② 期末自己株式数 2023年6月期1Q 427,740 株 2022年6月期 427,740 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年6月期1Q 7,740,800 株 2022年6月期1Q 6,849,060 株

2022年７月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、株式数を
算定しております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料「１．当四半期決算に関する定性的情報　（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説
明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間（2022年７月１日～2022年９月30日）におけるわが国経済は、2022年10月３日発表の

全国企業短期経済観測調査(短観)にみられるとおり、大企業製造業の景況感を示す業況判断指数（DI）は前回の６

月調査から１ポイント悪化し、プラス８となり、資源高と円安を背景とした原材料コストの増加が景況感を下押し

し、３四半期連続で悪化しました。大企業非製造業は新型コロナウイルスの影響が緩和したことから２四半期連続

で改善し、プラス14となりました。

一方、2022年８月の失業率は、完全失業率は2.5％で、前月比0.1ポイント低下し４カ月ぶりに改善しました。８

月の有効求人倍率（季節調整値）は1.32倍で、前月に比べて0.03ポイント上昇しました。８カ月連続で前月を上回

り、持ち直しの傾向が続くものの、新型コロナウイルス感染拡大前の2020年１月の1.49倍とは依然開きがありま

す。

このような環境下において、平山グループは、半導体等の部品供給制約によるサプライチェーンの混乱により一

部生産が先送りされたものの、コロナ禍後の生産回復需要を取り込み、インソーシング・派遣事業を中心に全事業

セグメントにおいて増収増益を確保いたしました。営業利益面では、本年３月より入国制限が緩和され外国籍エン

ジニアの受入及び配属のため、一時的に費用が膨らんだものの、請負職場での現場改善及び受注単価の高い案件を

獲得したこと、販売費及び一般管理費においてRPAを活用するなど効率的に使用したことから、計画を上回る結果

を出すことができました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高7,719,276千円（前年同期比17.6％増）、営業利益

284,179千円（前年同期比126.1％増）、経常利益は為替差益22,882千円等を計上したことから312,777千円（前年

同期比148.0％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は法人税等112,500千円等を計上した結果、200,184千円

（前年同期比138.3％増）となりました。

セグメント別の業績の概況は、次のとおりです。

①　インソーシング・派遣事業

インソーシング・派遣事業につきましては、自動車関連・電子部品関連において前期に続き半導体等の部品供

給制約によるサプライチェーンの混乱により一部生産が先送りされたものの、徐々に生産需要への対応が上向き

になっております。医療機器関連、農業用機器関連、住設関連、半導体関連、物流関連、航空・観光関連、流通

ストア・コンビニ関連等においては旺盛な需要があり、増産による増員ニーズにより新規取引増加及び既存取引

先からの追加発注が好調であったことから、概ね計画通りの売上高となりました。

利益面では半導体等の部品供給制約による顧客の生産稼働停止・生産先送りによる収益圧迫があったものの、

製造請負現場改善を継続し収益改善ができたこと、新規受注・既存先受注の高単価案件に人員配置ができたこと

及びハイエンド技能人材教育に注力しつつ顧客からの受注獲得と人材配置ができたことから増益を確保できまし

た。

採用面では、新卒採用者が定着し生産の安定に寄与する一方、中途採用においては経済回復とともに採用環境

が厳しくなり始め最低賃金底上げ等の影響を受け採用コストは上昇したものの、採用ルートの多様化・SNSやネ

ットワーク採用を強化し対応に努めました。

この結果、売上高は6,250,348千円（前年同期比16.3％増）、セグメント利益は445,592千円（前年同期比

31.6％増）となりました。

②　技術者派遣事業

技術者派遣事業につきましては、主要顧客の大手製造業の一部では中長期を見据えた技術開発投資の持ち直し

もみられ、プラント設計、半導体関連やIT関連の技術者を中心に、平山グループの受注は回復基調となりまし

た。2022年４月の新卒採用において確保した技術者の配属が予測より早く進捗し、稼働人員も堅調に推移してお

ります。また、平山グループ内の研修センターでの経験者へのステップアップ研修や未経験者の教育・育成プロ

グラムの構築など、顧客ニーズへの対応に向けて、技術者育成、定着の仕組み強化を継続しております。

一方、人材採用面では中長期の成長を見据え採用活動を強化しておりますが、業界の人手不足感が継続し経験

者、未経験者を問わず技術者確保面において厳しい状況となっております。

利益面では、増収による利益確保に加え、販売費及び一般管理費の低減にも努めた結果、黒字転換いたしまし

た。

この結果、売上高は632,158千円（前年同期比25.3％増）、セグメント利益は15,565千円（前年同期はセグメ

ント損失365千円）となりました。

- 2 -

株式会社平山ホールディングス（7781）　2023年６月期　第１四半期決算短信



③　海外事業

海外事業におきましては、主力のタイにおいて、製造業生産指数が、2021年10～12月期前年同四半期比4.7％

増、2022年１～３月期前年同四半期比1.6％増、2022年４～６月期前年同四半期比0.8％減となり、コロナ禍、中

国におけるロックダウン及び半導体の供給不足の影響もあり停滞しております。このような環境の下、タイにお

ける平山グループの派遣従業員数は、2022年６月時点で前年同月比2.9％増となりました。利益面では、新型コ

ロナ(オミクロン株)再拡大の影響により一部顧客の稼働率が低下し従業員の有給休暇取得増加及びPCR検査など

の費用が増加し利益が抑制されたものの黒字を確保いたしました。

この結果、売上高は616,703千円（前年同期比12.9％増）、セグメント利益は19,529千円（前年同期比14.7％

増）となりました。

（注）　海外事業につきましては、2022年４～６月期実績を３カ月遅れで当第１四半期連結累計期間に計上して

おります。

④　その他

その他事業につきましては、各国の行動制限又は水際対策の段階的緩和により、現場改善コンサルティング及

び研修ツアーの国内外からの引き合いが増えました。また、生産を国内に回帰しようとする顧客に対し、工場の

立上げ支援コンサルティングを展開しております。

利益面では、外国人について入国制限が緩和されたことによりエンジニア及び技能実習生の配置が進んだこと

から外国人雇用管理サポート事業の収益が寄与し増益となりました。

この結果、売上高は220,065千円（前年同期比54.7％増）、セグメント利益は28,118千円（前年同期比812.0％

増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ579,750千円増加し、9,294,309千円となりま

した。

当第１四半期連結会計期間末の流動資産は、現金及び預金が309,847千円、未収還付法人税等が109,734千円増加

した一方で、受取手形及び売掛金が10,606千円減少したこと等により、前連結会計年度末に比べ457,212千円増加

し、7,845,741千円となりました。

当第１四半期連結会計期間末の固定資産は、無形固定資産が6,972千円増加、投資その他の資産が121,090千円増

加した一方で、有形固定資産が5,525千円減少したことにより、前連結会計年度末に比べ122,537千円増加し、

1,448,568千円となりました。

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ558,511千円増加し、5,688,814千円となり

ました。

当第１四半期連結会計期間末の流動負債は、賞与引当金が172,191千円、１年内返済予定の長期借入金が70,854

千円増加した一方で、未払金が82,358千円減少したこと等により、前連結会計年度末に比べ149,376千円増加し、

4,080,412千円となりました。

当第１四半期連結会計期間末の固定負債は、長期借入金が390,062千円、退職給付に係る負債が25,569千円増加

したこと等により、前連結会計年度末に比べ409,135千円増加し、1,608,401千円となりました。

当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は、親会社株主に帰属する四半期純利益200,184千円を計上した一方

で、配当金175,513千円の支払等により、前連結会計年度末に比べ21,239千円増加し、3,605,495千円となりまし

た。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

国際通貨基金（IMF）は2022年10月11日に改定した世界経済見通しで日本の実質成長率の見通しを2022年1.7％、

2023年1.6％と発表しており、アジア開発銀行（ADB）は９月21日に「2022年アジア経済見通し改定版」を発表し、

タイ経済成長率見通しを2022年2.9％、2023年4.2％としております。また、同日内閣府が発表した９月の景気ウオ

ッチャー調査（街角景気）は２カ月連続で持ち直しの動きがみられます。

このような環境の下、平山グループの今後の見通しにつきましては、半導体の供給制約等により一部生産の遅延

はみられるものの、国内生産の回復による受注が堅調なこと、これに対する新卒の配属が順調に進み生産に寄与し

ていることから、確実な進展を見込んでおります。

以上を踏まえ、当第１四半期連結累計期間の期初計画に対する進捗状況が、概ね計画どおりに推移していること

から、2022年８月15日発表の2023年６月期通期の連結業績予想に変更はありません。

※上記の業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき判断したものであり、

実際の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,413,194 3,723,041

受取手形及び売掛金 3,360,024 3,349,417

未収還付法人税等 201,186 310,920

その他 458,155 471,940

貸倒引当金 △44,031 △9,579

流動資産合計 7,388,528 7,845,741

固定資産

有形固定資産 409,827 404,302

無形固定資産 51,834 58,807

投資その他の資産

その他 873,408 989,227

貸倒引当金 △9,039 △3,768

投資その他の資産合計 864,368 985,458

固定資産合計 1,326,030 1,448,568

資産合計 8,714,559 9,294,309

負債の部

流動負債

１年内返済予定の長期借入金 153,003 223,857

未払金 2,378,695 2,296,337

未払法人税等 257,079 189,992

賞与引当金 144,579 316,770

未払消費税等 725,728 668,297

その他 271,950 385,157

流動負債合計 3,931,036 4,080,412

固定負債

長期借入金 64,828 454,890

退職給付に係る負債 755,849 781,418

役員退職慰労引当金 313,363 311,435

その他 65,225 60,657

固定負債合計 1,199,266 1,608,401

負債合計 5,130,302 5,688,814

純資産の部

株主資本

資本金 517,921 517,921

資本剰余金 437,852 437,852

利益剰余金 2,823,514 2,848,185

自己株式 △195,142 △195,142

株主資本合計 3,584,145 3,608,816

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 △260 △3,792

その他の包括利益累計額合計 △260 △3,792

新株予約権 301 301

非支配株主持分 69 169

純資産合計 3,584,256 3,605,495

負債純資産合計 8,714,559 9,294,309

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2021年７月１日
　至　2021年９月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2022年７月１日
　至　2022年９月30日)

売上高 6,566,673 7,719,276

売上原価 5,449,160 6,398,130

売上総利益 1,117,513 1,321,145

販売費及び一般管理費 991,817 1,036,966

営業利益 125,696 284,179

営業外収益

為替差益 - 22,882

助成金収入 10,832 1,849

その他 3,346 4,231

営業外収益合計 14,179 28,963

営業外費用

支払利息 953 325

為替差損 11,781 -

その他 1,035 40

営業外費用合計 13,769 366

経常利益 126,105 312,777

税金等調整前四半期純利益 126,105 312,777

法人税、住民税及び事業税 185,167 225,527

法人税等調整額 △143,012 △113,026

法人税等合計 42,155 112,500

四半期純利益 83,950 200,276

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
△48 91

親会社株主に帰属する四半期純利益 83,998 200,184

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2021年７月１日
　至　2021年９月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2022年７月１日
　至　2022年９月30日)

四半期純利益 83,950 200,276

その他の包括利益

為替換算調整勘定 3,570 △3,531

その他の包括利益合計 3,570 △3,531

四半期包括利益 87,520 196,744

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 87,569 196,652

非支配株主に係る四半期包括利益 △48 91

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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